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山城国西部における山陽道の復原

―長岡京～平安時代初期を対象として―

村　上　晴　澄 *

Ⅰ．はじめに

古代の日本では、律令国家によって全国規

模で道路が作られていた。それは東山道・東

海道・山陽道などのいわゆる「官道」であり、

当時の地域区分である五畿七道の各国と、都

との情報伝達や物資の運搬、官吏の往来など

に利用されていた。官道の最大の特徴は、平

野や多少の起伏地形のところは直線で貫く

大道として造られていたことである。

そのような古代日本における直線道路の存

在がはじめて指摘されたのは、奈良盆地内の

下ツ道および横大路が、直線道路として造ら

れたとした、1942 年に発表された論文であ

るとされている 1）。この中で、下ツ道の東西

に広がる条里と条里の間の余地が道路敷と

して利用されていたと考えられ、同様に横大

路にも余地が存在するとしている 2）。その

後、1959 年には山城国相楽郡域の事例から、

道路は条里地割の境界を通されたため直線で

造られたとされた 3）。その後、山城国内にお

ける奈良時代の山陰道を直線道路として復原

し、地形図から古代の直線道路の痕跡を読み

取ることが可能な点や、寺社の立地や神話と、

道路に関連性がある点も言及された 4）。また

1972 年からは、地理学を中心とする複数の

研究者によって、全国規模で古代道路の復原

研究が行われた 5）。この調査は、歴史地理学

をはじめ多分野から古代道路の復原研究が進

むきっかけとなった。その後、歴史地理学の

視点による大縮尺の地形図等を用いた道路

の経路復原や駅家の位置比定が、全国規模で

行われてきた 6）。そして、地名の考証や空中

写真による直線道路の痕跡の読み取りを通し

て経路が具体的に復原されるとともに、発掘

調査によって道幅や駅家の様相が判明される

ようになった 7）。また、古代道路の質的問題

に関わって、駅路と駅馬に対する伝路と伝馬

に着目し、古代道路の駅路と伝路による複線

性や、中世以降の交通路への変遷過程を視野

に入れることによる、さらなる研究の発展性

についても検討が加えられるようになってい

る 8）。

一方、畿内の都から大宰府へ向かうための

最重要路であった山陽道の研究成果を見る

と、地形図などから道路の経路復原を行う歴

史地理学的方法に加え、考古学の発掘や文献

史料をもとにした駅家の研究なども行われ

た。山陽道は、律令国家の道路区分である「大

路」「中路」「小路」のなかで唯一の大路であ
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り 9）、その駅家は瓦葺きで粉壁であったこ

と、他の道と比べて駅間距離が短いことなど

も明らかとなった 10）。明石付近など平野部

では山陽道が条里の基準とされ、条里は山陽

道を余剰帯（道代）として残す形で施行され

たことも指摘された 11）。また、山陽道から

分岐して美作国へ至る支路については、延喜

式にも駅名が見えず、史料が非常に少ないた

め、空中写真や現地調査により経路の復原が

行われた 12）。そして発掘調査により、平野

部では10 m 級の幅を持つ直線道路であったこ

とが判明した 13）。特に播磨国に関しては、考

古学による道路跡や駅家等の発掘により、道

幅や駅家の規模なども明らかとなった 14）。

以上のように、山陽道は、歴史地理学・文献

史学・考古学等の視点から多角的に研究が進

められ、その実態が次第に明らかにされてき

たといえる。近年それらの成果が地図上でま

とめられ、山陽道の概観を容易に把握するこ

とが可能である 15）。

京都盆地内における平安時代初期の山陽

道は、直線道路である久我縄手・鳥羽作り道

であったとされている 16）。しかし、自然発

生の道とされることが多い近世の西国街道

に相当する道（以下、「古西国街道」と呼

ぶ 17））も、平安時代初期から山陽道として

の役割を果たしていた可能性がある。そこで

本稿では、既往の歴史地理学の復原研究や発

掘調査結果、文献史料などを用いて、改めて

平安京付近における山陽道の経路を地図上

に復原し、平安時代初期における山陽道の経

路を明らかにしたい。とくに古西国街道の復

原を通して、平安京遷都に伴い、久我縄手・

鳥羽作り道ばかりでなく、古西国街道が直線

道路の山陽道として整備されていた可能性を

探ることを目的とする。

Ⅱ．研究の対象地域と研究方法

1．   対象地域の概要

対象とする地域は、山崎から長岡京域を経

て平安京南端に至る山城国西部の部分であ

る。山崎は天王山と男山との地峡部に位置

し、瀬戸内海方面から京都盆地内の長岡京・

平安京へ往来するために、必ず通過しなけれ

ばならない地点であった（第 1 図）。また山

崎付近では、桂川・宇治川・木津川が合流し、

淀川となって瀬戸内海へ流れ出ている。平城

京の水運は木津川を利用して山崎を経由し

たため、そこは水上交通にとっても重要地点

であった。そして、奈良盆地から初めて京都

盆地に都が遷されることになった時、山崎の

北側に長岡京が造営された。その理由のひと

つは、水陸の便であったことが『続日本紀』

第 1図　現在の京都盆地西部における道路

基図として、国土地理院『基盤地図情報　標高 10 m
メッシュ」を使用。
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第 1表　文献史料一覧

番号 和暦 出典 本文

①
神亀二（725）年

九月十二日

行基年譜　行年五十八歳条

（続々群書類従　三）
同月十二日、始度山崎橋云云

②
延暦六（787）年

十月八日
続日本紀（巻三十九） 又朕、以水陸之便、遷都此邑

③
延暦七（788）年

九月二十六日
続日本紀（巻三十九） 有水陸便、都建長岡

④
延暦十四（795）年

七月十三日
日本紀略 幸佐比津。

⑤
延暦十五（796）年

八月十日
日本後紀（巻五） 遣内兵庫正従五位下尾張連弓張。造佐比川橋。

⑥
延暦十五（796）年

九月一日
日本後紀（巻五）

勅、遷都以来、于今三年。男山烽火、無所相当。非常之備、

不可暫闕。宜山城河内両国。相共量定便処置彼烽火。

⑦
延暦十八（799）年

十二月四日
日本後紀（巻八）

勅、山城国葛野川、近在都下。毎有洪水、不得徒歩。大寒

之節、人馬共凍。来往之徒、公私同苦。冝楓佐比二渡、各

置度子、以省民苦。

⑧
延暦二十三（804）年

七月二十四日
日本後紀（巻十二） 幸与等津。

⑨
承和九（842）年

七月十七日
続日本後紀（巻十二）

解固関使等。（中略）亦令固山城国五道。（中略）宇治橋（中

略）大原道（中略）大枝道（中略）山崎橋（中略）淀道

⑩
貞観十一（869）年

十二月八日
三代実録（巻十六）

佐比大路南京極橋、承要路極、在曲流間、（中略）但河継眼

前随力修理、主身後事、聊有資儲、便付佐比寺、（後略）

⑪
万寿元（1024）年

十月二十五日
小右記

未刻許、禅閤（道長）被向有馬、或云、今夜被宿桂云々、

又云西淀、

⑫
嘉保二（1095）年

三月十二日
中右記

往年被用山埼路、従院中程被用淀路也、当時最前已被用淀

路了、仍申請今度用淀路也、

⑬
承元二（1208）年

十月十五日
明月記

桜井を過ぎ、山崎に着す。（中略）樋爪橋辺りに於て乗車す。

（中略）鳥羽南門に於て、月出で、片雲なし。

⑭ 1200 年代 宇治拾遺物語（巻十）
淀へ遣けるに、樋爪の橋にて、牛飼あしく遣て、かた輪を

橋よりおとしたりけるに、（後略）

⑮ 1300 年代前半 徒然草（第百三十二段）
鳥羽の作り道は、鳥羽殿建てられて後の号にはあらず、昔

よりの名なり。

⑯ 1300 年代前半 徒然草（第百九十五段）
ある人、久我縄手を通りけるに、（中略）久我の内大臣殿に

てぞおはしける。

⑰ 元弘二（1333）年 太平記（巻九　山崎合戦の事）
山崎へとぞ向ひける。（中略）久我縄手は、路細く深田なれ

ば馬の懸引も自在なるまじとて（後略）

⑱ 元弘二（1333）年
太平記（巻九　名越尾張守打

死の事）

さしも深き久我縄手、足も立たぬ泥土を凌いで馬を打ち入

れ打ち入れ（後略）
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の記述からも明らかである（第 1表②・③）。

水陸の便のうち、「水」は淀川水運であり、「陸」

は山崎橋を渡る山陽道である。またこの記述

から、山崎およびその周辺地域が、畿内にお

いて極めて重要な交通の要衝であったことが

わかる 18）。

長岡京から平安京へ遷都した後も、山崎か

らかつての長岡京域にかけては、京都盆地へ

の山陽・山陰方面からの入り口であるという

地勢上、交通の要衝であることに変わりはな

かった。また、平安京遷都後に山城国府が長

岡京域またはその付近に移転したことが文

献史料から知られ、これまでその国府域の復

原も試みられてきたものの 19）、未だその正

確な場所や規模については確定されていない。

足利は山陽道に関して、藤原京からは生駒

山地を越えて河内国へ向かっていたとし、平

城京へ遷都した後になってはじめて木津川

沿いを北上して京都盆地に入り、男山丘陵を

越えて樟葉で淀川を渡り、大原駅に向かった

と考えた 20）。高橋は、平城京遷都に伴って

木津川沿いを山崎へ至る経路となり、少なく

とも神亀 2（725）年には架橋されていたこと

が分かる山崎橋（第 1表①）を渡って、淀川

沿いを瀬戸内方面へ向かったと考えた 21）

（第 2図）。古閑も高橋とほぼ同様の見解を示

しており、山崎橋の存在や京都盆地内で発掘

された車輪の跡から、古代における車による

交通の重要性を示し、車道としての山崎橋が

必要であったとしている 22）。また足利は、

山陰道に関しては途中まで山陽道と併用で、

その先は約 17 km にわたって直線で貫く経路

を復原した 23）（第 2図）。その一方で高橋は、

足利の山陰道は淀付近の乱流地帯を橋によ

り渡河することは難しく、山崎橋まで山陽道

と併用の道であったとしている 24）。

2． 史料・研究方法

研究の方法は、歴史地理学の古代道路研究

で一般的とされている、地形図に残された古

道や地割から古代の直線道路の痕跡を読み

取る手法を主とする。しかし、地形図作製時

から研究対象とする長岡京・平安時代初期ま

では約 1100 年の時差があり、地形図を基に

古代道路を復原することには限界があること

を踏まえた上で、明治20年頃作製の仮製2万

第 2図　 京都盆地における奈良時代の山陽道・山

陰道

注： 基図として、20 万分の 1 地勢図「京都及び大阪」

（大正 8年製版・昭和 7年部分修正）、同「和歌山」

（大正 9 年製版・昭和 7 年部分修正）を使用。道

路などに関しては、足利健亮「日本古代地理研究」、

大明堂、1985、9–23 頁および、高橋美久二『古

代交通の考古地理』、大明堂、1995、55–69 頁を

参考にした。
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分の 1 地形図（以下、仮製図）を使用する。

対象地域には、既往の研究で復原された古代

道路や近世の街道も存在するため、これらの

道路の存在も重視する。そして、当時の状況

を示す重要な史料として、発掘調査成果およ

び文献史料を用いる。考古学の調査は遺構・

遺物を基にしており、当時のものから判断す

るという意味で正確性がある一方、年代に関

しては発掘担当者により見解が異なる場合

がみられる点に留意する必要がある。また、

橋の架橋年代の特定などに関しては、文献史

料を用いる。ただし、そこに記された地名が

変化している場合もあることに留意しなが

ら利用する。なお、空中写真については、対

象地域において地形図以上の成果を得られ

なかったため本論文には使用していない。

Ⅲ．長岡京時代の山陽道復原

本章以降では、平安京などの都城と道路と

の関連が重要であり、とりわけ長岡京と平安

京の時期を明確に区分する必要があるため、

長岡京（784 ～ 794 年）の時代を長岡京時代

として扱う。山城国内における長岡京時代の

山陽道は、山崎から長岡京までであったた

め、その距離こそ短いものの、存在したこと

は確実である。それは、近世の西国街道の長

岡京域より南の部分とされている。長岡京域

の南側に位置する百々遺跡で行われた発掘

調査では、8 世紀末に遡るとされる道路側溝

が出土していることから 25）、筆者は長岡京

時代の山陽道のものの可能性があると考えて

いる。

第 3図　百々遺跡における西国街道の遺構

注：灰色で示した、遺構から推定される古西国街道は側溝を含む推定幅である。

基図として、京都市都市計画局発行　京都市都市計画図「天王山」（平成 14 年）を使用。

遺跡平面図出典：大山崎町教育委員会「長岡宮跡右京第 159 次（7ANSDD-2 地区）」（現地説明会資料）。京都府埋蔵

文化財センター『京都府遺跡調査概報　42』、京都府埋蔵文化財センター、1991、29–38 頁。京都府埋蔵文化財セン

ター『百々遺跡（京都府遺跡調査報告　第 24 集）』、京都府埋蔵文化財センター、1998、137 頁。
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先述したとおり、奈良時代の山陽道は山崎

橋経由とする説がある 26）。この場合、山崎

より西側には、奈良時代に山陽道が整備され

ていたことになる。この説に従うと、長岡京

造営にあたり新たに作られた山陽道は、山崎

から長岡京までの区間である。

ここで、百々遺跡の発掘成果を中心に長岡

京時代の山陽道の復原を行う。長岡京時代に

遡る可能性のある西国街道関連の発掘は、

百々遺跡の名神高速道路の南北の①～⑥の

調査区で行われ、西国街道のものと考えられ

る側溝が出土している（第 3 図）。しかし、

現在も使用されている西国街道の両側での

発掘のため、道路の両側の側溝のうち、それ

ぞれ外側の肩のみ発掘されている。そのため

側溝の幅が未確認であり、道路幅も推定によ

る値となっている。それでも、① R349C2 地

区で出土した西側溝 SD349111 と、② R349D3

地区で出土した東側溝 SD349106、③ R349D1

地区の東側溝 SD34914 の各外側肩部間は約

21 m であり、8世紀末～9世紀末には約11～

12 m ほどの幅を持つ道路であったと推定され

ている 27）。その後、時代とともに路面幅が狭

くなる傾向があり、10世以降～11世紀初頭と

考えられる遺構では、側溝の両肩間は 15.6 m

である。11 世紀代と考えられる遺構では、

西側の① R349C2 地区でのみ側溝が検出され

ている。東側溝は現存する近世の西国街道の

下層にあると想定でき、前時代よりさらに道

路幅が縮小した結果と推定されている。しか

しまた、その後の時代の西国街道の遺構は見

つかっていないため、12 世紀以降にそれま

でよりさらに路面幅が狭まり、西側溝が東へ

移動し、現存する近世の西国街道の下層に存

在するとも推定されている 28）。この区間には

現在も西国街道が通っているため、以上の発

掘成果から、百々遺跡付近では、長岡京時代

の山陽道が現在まで踏襲されていると考え

ることが可能である 29）。

百々遺跡を含む長岡京～山崎間の山陽道

と山崎橋の存在により、長岡京と旧都平城京

とは車道によって結ばれていたと考えるこ

とができる。それは、平城京から長岡京への

遷都時の人々の移動だけではなく、長岡京時

代においても重要な役割を持ち続けた平城

京と強く結ばれていたという意味において

も重要である。そのため、長岡京より南、山

崎橋より北に位置する百々遺跡付近は、山陽

道としてだけではなく、旧都への道としての

重要性も併せ持っていたと考えられる。この

ことは平安時代初期において、平安京と旧都

平城京とを結ぶ重要な道筋に宇治橋が架け

られていて、そこがたびたび警護の対象に

なっていた（第 1表⑨）ことと同様といえる。

Ⅳ．平安時代初期の山陽道復原

1． 山崎～長岡京域間

長岡京から平安京へ遷都後の山陽道のう

ち、山崎から長岡京南端付近までは、長岡京

時代の山陽道が現在まで踏襲されており、平

安時代初期にも用いられていたといえる。そ

れは前章で述べたように、百々遺跡の少なく

とも 8 世紀末に遡る発掘成果から推定でき

る。したがって、平安京遷都後は、長岡京南

端から京域内を通り、平安京に至るまでの区

間が新設されたことが確実である。しかし平

安時代初期の山陽道は、後述する鳥羽作り

道・久我縄手とされている 30）。その一方で、

久我縄手と近世の西国街道の分岐点以北に

百々遺跡が位置し、平安時代以降も路辺を含

め遺物が検出されているため、久我縄手が作
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られた後も道路として機能していたことが

明らかである。このため筆者は、百々遺跡を

通る近世の西国街道は、長岡京時代の 8世紀

末に作られ、平安時代には古西国街道とな

り、近世の西国街道へと継承されて現在に

至ったと考える。

次に、長岡京域内における古西国街道の経

路について検討したい。近世の西国街道は、

長岡京域内の平野部において、南北に 1 km

以上にわたって直線となっている。この区間

では、西国街道関連の遺構は現在のところ出

土していない上、中世・近世初期の勝龍寺城

築城とも関わっていると考えられる。そのた

め、平安時代初期にまで遡るかどうかは不明

であり、他の経路を検討することも必要であ

る。そこで、史料に乏しく、また推測の域を

出ない部分もあるものの、平安時代初期の古

西国街道の経路として、山崎から乙訓寺付近

まで北上し、乙訓寺付近からは北東方向にあ

り向日社の位置する向日丘陵南端付近へ向

かった可能性を想定したい（第 4 図）。なぜ

なら仮製図を見ると、直線の丹波街道が途中

で直角に西へ曲がっているものの、その延長

線上には小径が確認され、その後乙訓寺付近

を経由して長岡宮の方角へ延びていること

から、この経路が古西国街道であった可能性

も考えられるためである。

また、長岡宮域内をどのように古西国街道

が通過していたのかについてであるが、長岡

宮域の近世の西国街道沿いで行われた発掘

調査では、具体的な時期は不明ながら道路側

溝が出土した例があり 31）（第 4 図）、これが

平安時代初期の遺構である可能性も考えら

れる。また、長岡宮西宮の中央を近世の西国

街道が貫くことが発掘により明らかとなっ

ており、長岡宮域の古西国街道の造作におけ

る関連性が考えられるものの、現時点では具

体的なことは不明である 32）（第 4図）。

2． 長岡京北辺～平安京間

次に、長岡京～平安京間の西国街道の平安

時代初期における経路を復原する。この区

間は長岡京で解体された建物などを平安京

第 4図　仮製図にみられる古西国街道の痕跡

注： 図中の矢印の先端が古西国街道の痕跡と考えられ

る小径である。

基図として、仮製 2万分の 1地形図「伏見」「淀」（と

もに明治 22 年測量・同 30 年修正）を使用。
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へ運んだ道が起源とする説 33）がある。現在、

京都府向日市内の阪急東向日駅と JR 向日町

駅の間は、北東方向に続く直線の道路によっ

て結ばれている。この道路は両駅を結ぶため

に整備されたのではなく、近世の西国街道の

一部であり、仮製図にも描かれている。そし

て、仮製図上でこの直線部分を北東に延長す

ると、平安京の羅城門のやや南に達すること

がわかる。羅城門の約 5町（条里基準の 1町

＝ 109 m 単位で約 545 m）南には大縄手と呼

ばれる東西道路が復原され、それを西へ進む

と山陰道、東は東海道、東山道であったと考

えられている 34）。さらに大縄手の推定線上

の桂川より西側には条里の余剰帯が存在し、

山陰道として使用されていた可能性が指摘さ

れている 35）。羅城門からは南へ直線で鳥羽

作り道が存在したことから、この直線道路

は、大縄手と鳥羽作り道の交点に南西から合

流していたと考えられる（第 5 図）。このよ

うに、仮製図上の復原により、長岡京と平安

京の羅城門の間には、久我縄手と同様の斜向

道路が存在していた可能性が高いといえる。

この近世の西国街道が平安時代初期にま

で遡る根拠として、久々相遺跡の発掘事例を

挙げることができる。この遺跡では、現存す

る近世の西国街道の直線部分に平行に、道路

側溝が発掘されている。遺構としては、道路

の東側のものと考えられる溝のみが発掘さ

れ、道路面および西側の溝については現在の

ところ未発掘である。この側溝からは、平安

第 5図　長岡京と平安京を結ぶ古西国街道の復原

注： 図中の山陰道は近世末の経路である。小字「京道」は、京都市都市計画局発行「京都市都市計画基本図」（大正

11年）を、9世紀の桂川および条里は、金田章裕『古代景観史の探究』、吉川弘文館、2002、71–91 頁を参考にした。

基図として、仮製 2万分の 1地形図「伏見」（明治 22 年測量・同 30 年修正）を使用。
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時代初期に遡るとされる遺物が出土してい

る 36）。平安時代初期に遡る遺物は、平安京遷

都時にこの直線の古西国街道と呼ぶべき道

路が作られた証拠ともなり得る。鎌倉時代以

降に溝が埋まったとされていることから、道

路の管理が行われなくなったと考えられる

ものの、道路としては使われ続けて現在にま

で至っている可能性が高い。または、現時点

では道路の右側溝しか発掘されていないた

め、百々遺跡の事例のように、道路の幅が狭

まった際に左側溝を基準に右側溝が移動し

て現在の道路面下に埋没していると想定す

ることも可能である。

次に、仮製図上で復原した直線の古西国街

道が桂川を渡河する地点は、近世の西国街道

の桂川の久世渡しとほぼ同一地点と考えら

れる。この付近の桂川左岸には、条里の上佐

比里と下佐比里が存在したことが明らかにさ

れている 37）。さらに、『日本紀略』には「佐比

川橋」造橋の記録（第1表⑤）があり、『日本

後紀』には「佐比渡しに度子を置く」との記

録（第 1表⑦）もある。そこで、佐比川橋と

佐比渡しは異なる場所と考え、佐比渡しは古

西国街道の渡し、佐比川橋は大縄手の橋に比

定すると、近世においては西国街道が渡し、

下津林集落を貫く道が土橋であったため、平

安時代初期から約 1000 年という後のことで

あるものの、それぞれが渡しと橋で対応する

ことがわかる（第 5 図）。また、楓渡し（第

1 表⑦）が近世の山陰道に先行する道の渡し

とみなせば、これもまた同じく、近世の山陰

道は桂渡しで渡河していたことと対応して

いる。さらに記録では、佐比川橋は造橋であ

り、佐比渡しは度子を置くという内容のため

（第 1表⑤・⑦）、佐比渡しに関してはこの記

録以前に遡ると解釈できる。その上、文献史

料からは、佐比寺や佐比津の存在が知られ

（第 1表④・⑩）、それらの位置比定は難しい

ものの、下佐比里付近の古西国街道沿いに存

在した可能性も考えられる。また、古西国街

道上に小字地名の「京道」 38）が位置するこ

とから、「京道」は近世の西国街道ではなく、

むしろ古西国街道との関連性も考えられる。

そして、上・下佐比里の北方には平安京が存

在し、この条里の北に南北の街路として存在

したのが、平安京の道祖大路であった。この

道祖大路の読みは「さい」大路であり、現在

も佐井通として残っている。

次に、足利によって平安時代初期から存在

した道として復原されている大縄手につい

て再検討する。足利が用いた史料は、中世

16 世紀初頭のものとされる「九条御領辺図」

である。しかし近世の文書 39）から、大縄手

のわずかに南側に、山陰街道とも西国街道と

も異なる道が存在していたことがわかる。こ

の道は大縄手の痕跡とされる下津林集落内

の道を通り、牛ヶ瀬集落の東で桂川を橋に

よって渡る。大縄手とほぼ同じ経路で、指向

する方角も同一であることから、近世の史料

に現れる道であるとはいえ、注目に値する。

この近世の道の存在から、大縄手が存在した

と断定することはできないものの、近世にも

大縄手に近いルートが機能していたことは

確実であり、わずか 3 km の間に 3 本の東西

方向の道路が存在し、それぞれの渡河設備を

維持していたことが明らかである。近代初期

の仮製図からもこの東西方向の道路を確認

でき、その位置は大縄手の想定経路に近いと

いえる（第 5図）。

以上の復原と分析により、平安京造営時に

は長岡京と平安京を結ぶ道が作られ、その道

が平安京の山陽道である古西国街道であっ
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たと考えられた。ここで問題となるのは、古

西国街道と、山陽道とされる鳥羽作り道・久

我縄手との関係である。これについては次節

で述べる。

3． 久我縄手・鳥羽作り道の再検討

久我縄手は、長岡京跡左京 53 次および下

植野南遺跡の発掘調査結果により、その時代

変遷を追うことができる。左京 53 次の調査

では、平安時代初期の遺構の路面幅は約 9 m

であったことが判明している。これに対して

12 世紀を下限とする遺構では、盛土の上に

道路が形成され、路面幅も約 2 m と大幅に

縮小している 40）。下植野南遺跡では、敷設

当初は 2条の溝を掘削して路面を形成する約

10 m の幅の道路であったことや、部分的に

石敷きを施していたことが明らかになって

いる 41）。また、同遺跡の発掘では地盤が湿潤

かつ不安定であったことがわかり、『太平記』

に書かれている悪路の状況（第 1 表⑰・⑱）

を裏付ける成果であるとされている 42）。こ

れらの発掘調査結果から、久我縄手が平安時

代初期に遡るという見解がある 43）。筆者も

同じ見解であり、久我縄手が平安時代初期の

山陽道であったとする歴史地理学の復原を

裏付ける成果であると考えたい。

久我縄手・鳥羽作り道が直線の山陽道で

あったことは、すでに指摘されているとおり

である 44）。ここで、平安京遷都後に重要な

港となったと考えられる淀と久我縄手との

関連性を検討したい。古代の淀は、延喜式式

内社とされる淀姫神社が、桂川の西岸に位置

する淀地区にあることに加え、桂川東岸の淀

周辺に条里など古代に遡る遺構が存在しな

いことから桂川の西側にあったと考えられ

ている 45）。また、文献には西淀という記述

も見られること（第1表⑪）、現在も桂川西岸

に淀の地名が残っていることなどから、かつ

ての淀は桂川西岸にも存在したことがわか

る。文献史料では、平安京から淀へ行くため

に樋爪橋を通っていた記録が複数存在する

（第 1表⑬・⑭）。樋爪橋は山崎から鳥羽への

途中にあったことがわかり、山崎～淀～樋爪

橋～鳥羽という道筋を復原できる。この淀へ

至る道こそが、鳥羽作り道・久我縄手であった

可能性が高い。淀が久我縄手のある桂川西岸

にも存在していたのであれば、久我縄手は単

に山崎から鳥羽作り道を通り、平安京へ至る

道であったというだけではなく、淀の港と平安

京とを結ぶ重要な道路でもあったといえる。

久我縄手・鳥羽作り道は、古代道路の特徴

といえる直線道路であり、発掘成果から平安

時代初期に遡る可能性があることからも、平

安時代初期に遡る山陽道であったと考えら

れる。『徒然草』には鳥羽作り道が鳥羽殿造

営（応徳 3（1086）年）以前から存在したと

書かれていることも、その証拠であり得る（第

1表⑮）。その上限として、延暦 23（804）年

には、桂川西岸もしくは東岸か不明ながら、

桓武天皇の淀への行幸の記事がみえる。これ

は、現存するものとしては、淀が書かれた最

古の文献史料である（第 1 表⑧）。この頃に

淀へ至るための道として、鳥羽作り道や久我

縄手といった道路が整備されたのではない

だろうか。

しかし、鳥羽作り道のうち、平安京の羅城

門から大縄手の間に関しては、山陰道や東海

道としての役割を果たした大縄手と、今回復

原した山陽道である古西国街道に至る道と

いう役割を持っている。そのため、鳥羽作り

道として以前に、平安京造営時に大縄手や古

西国街道とともに作られていたか、または鳥

羽作り道として整備する計画があったもの
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と考えられる。

ここで淀の事例に戻ると、時代が下るにつ

れて、淀は山崎に代わって石清水八幡宮へ参

詣する貴族の主要経由地となり、鳥羽殿の造

営によりさらに重要性を増すことになる 46）。

例えば、『中右記』（第 1表⑫）には、平安京

から男山にある石清水八幡宮へ参詣するた

めに、以前は山崎経由であったが、今では淀

を経由しているという内容の記述が認めら

れる。このように、少なくとも貴族の公式な

場での移動経路は、山崎から淀へと変化した

ことがうかがわれる。その一方ですべての面

において淀が中心地となったわけではなく、

中世以降には山崎で油商が発達している 47）。

このように、生産・流通活動などに関しては

山崎も重要な役割を果たしていたことを踏

まえる必要がある。

Ⅴ． 長岡京～平安時代初期の山陽道の

経路について

奈良時代の京都盆地内の古代山陽道は、木

津川に沿って北上して山崎橋を渡る経路で

あり、山陰道と山崎橋まで併用道になってい

たと、高橋は考えている 48）。長岡京時代の

山陽道は、この奈良時代の山崎橋経由の山陽

道の山崎橋より北側から長岡京南端までが

新たに整備されたと推定できる。そのため、

整備された区間は短かったものの、山崎は淀

川の港であったことから、長岡京への物流の

道として極めて重要な役割を果たしたこと

が想像される。

平安時代初期の古西国街道は、足利が述べ

ているように、長岡京の建物などを解体し平

安京へ運ぶために作られた、長岡京北端と平

安京南端を結ぶ道路が起源であると考えら

れる 49）。長岡京と平安京を結ぶこの区間の

古西国街道が作られると、長岡京南端から山

崎には長岡京時代の山陽道が存在していた

ため、平安京から長岡京域内を通ることで、

容易に山陽道として機能することができた

（第 6図）。したがって、平安京遷都に伴う山

陽道の新設区間は、長岡京域内の経路の改変

を除くと、長岡京～平安京間のみでよかった

といえる。そして、平安京の山陽道とされる

鳥羽作り道・久我縄手は、鳥羽作り道が平安

京の朱雀大路の南延長線であり、久我縄手は

長岡京域を斜めに横切るその経路からも、平

安京遷都後に新設されたと考えられる。その

ため、長岡京と平安京とを結ぶ道が起源の古

西国街道の方が、鳥羽作り道・久我縄手より

も古くから存在した可能性が高いといえる。

第6図　平安時代初期における京都盆地内の山陽道

注： 基図として、仮製 2万分の 1地形図「愛宕山」「沓

掛村」「山崎村」「京都」（以上、明治 22 年測量）「伏

見」「淀」（以上、明治 22 年測量・同 30 年修正）

を使用。
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また、鳥羽作り道は、淀などの港の発展に伴

い、これらの津と平安京を結ぶ道路として整

備された可能性もあり、桓武天皇の淀行幸が

行われた延暦 23（804）年頃など、平安京遷

都後しばらく経ってからつくられたのではな

いかと想定できる。久我縄手の発掘成果は、

平安時代初期に遡る可能性があることから

も、鳥羽作り道・久我縄手も平安時代初期か

ら存在したものの、古西国街道よりは若干時

代が下るのではないかと筆者は考えている。

足利は、中世の『太平記』の記述から、氾

濫原を通る久我縄手の地盤の不安定性を取

り上げ、古西国街道が久我縄手のう回路とし

ての役割を果たしていたと述べている 50）。

これは、先述した下植野南遺跡の発掘調査成

果とも一致し、実質は 2本の山陽道が機能す

ることになった理由の一つであると考えら

れる。また古閑は、文献史料や発掘成果から、

当時の路辺における活発な経済活動の様子

が覗われ、路辺の建物における経済活動と山

陽道との関係、中世以降における山崎の油行

商の発展や、近世における西国街道沿いの町

場の成立など、中近世への変化の一端を読み

取ることが可能であると述べている 51）。こ

のように平安京周辺では、国史や貴族の古記

録にみられることだけでなく、生産・流通活

動などにおいても交通路が重要な役割を果

たしていたといえ、平安京南郊にあって人々

の往来の激しかったこの付近では、山陽道と

しての久我縄手が造られた後においても、古

西国街道が頻繁に利用されていたものと考

えられる。

一般に平安時代以降には、奈良時代のよう

な直線道路があまり整備されなくなったと

されることが多いものの、今回の考察によ

り、平安京周辺においては、鳥羽作り道や久

我縄手のような直線道路として古西国街道

が作られていたことが判明した。今後、発掘

調査などにより古西国街道の道幅をはじめ

とする状況が判明することで、平安時代初期

における道路整備の実態がさらに明らかに

なるといえよう。また近年、古代の道路は駅

路と伝路による複線の道路網であったとい

う見解が示されるようになっている。しかし、

制度上の伝路は長岡京時代の延暦 11（792）

年に廃止され、伝路の道が駅路に転用された

場合も多いとされている 52）。そのため、平

安京の古西国街道と鳥羽作り道・久我縄手と

いう複線経路は、山陽道の駅路と伝路という

考え方はできない。そこで、足利が述べてい

るように 53）、利用頻度の高い平安京近辺の

山陽道が実質は複線であり、河川の氾濫原を

通り地盤が不安定な久我縄手のう回路とし

て機能したと解釈するのが妥当であると考

えられる。

Ⅵ．おわりに

以上のように、古西国街道と呼ぶべき直線

の道路は、平安京遷都時に長岡京から平安京

へ資材を運ぶために作られ、その後平安時代

初期において山陽道としての役割を果たし

たことが判明した。その後、平安時代に港と

しての地位が山崎より増した淀の発展とと

もに、鳥羽作り道・久我縄手という直線の山

陽道が作られたといえる。

本研究の最重要課題であった古西国街道

の経路復原をほぼ行うことができた一方で、

残存する史料が少なく、十分な検討を行うこ

とができなかった部分も多い。今後は古西国

街道と久我縄手・鳥羽作り道それぞれの役割

を明確にしてゆくことや、平安時代初期に山
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山城国西部における山陽道の復原

崎の対岸の男山に烽火が設置されていた記録

（第 1 表⑥）も認められることから、情報伝

達手段としての烽火と、山陽道や淀川舟運と

の関係についての考察も進めるべきである。

また、平安時代中・末期以降の古記録から

判明する貴族の移動に関しては、古西国街道

経由ではなく、鳥羽作り道を通っていたと考

えられる事例がほとんどである。さらに、鳥

羽作り道と久我縄手の交点には、応徳 3

（1086）年に鳥羽殿が造営される一方で、こ

の時期になると山崎は記録に現れなくなる。

このような記録上の変化と道路の経路との

関係についても、今後検討する必要があると

考える。

〔付記〕本稿は 2011 年 12 月に立命館大学

文学部に提出した卒業論文をもとに加筆修正

したものです。作成にあたり片平博文先生を

はじめ、立命館大学文学部地理学教室の先生

方に御指導いただきました。記して謝意を申

し上げます。なお本稿の骨子は、2012 年人

文地理学会大会および立命館地理学会第 24

回大会において口頭発表を行いました。
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